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　ゆで栗・栗ご飯のほかに、和
菓子・洋菓子などさまざまな用
途で使用されている、とっても
美味しい秋の味覚“栗”の季節
が今年もやってきます！

9月15日～9月21日は

栗の週間です！

くりの

栽培面積

　茨城県は栗の栽培面積、収穫量ともに全国第
一位です。その中でも、笠間市は栽培面積県内
第一位、収穫量は県内第三位で、全国的にみて
も有数の栗産地です。このたび、笠間の栗グレー
ドアップ会議では、十五夜にちなんで毎年9月
15日から1週間を「栗の週間」と制定し、栗の
消費拡大を目指します！
　十五夜には、すすきや団子とともに栗をお供
えし、旬の美味しい栗に舌鼓を打ちながら、笠
間の栗をみんなで応援しましょう！

　“栗の産地・笠間”を広くＰＲすることを目的に開催し
ている「かさま新栗まつり」も、今年で6回目を数えます。
　ぜひ、ご来場いただき、旬の栗をご賞味ください！

　ご家族連れで楽しめる内容をご用意していますので、
皆さんでご来場ください。

今年も秋の味覚
“栗”の季節が

やってきます！

期 間 9月29日（土）・30日（日）
	 午前9時〜午後4時
	 （最終日は午後3時30分まで）
場 所 市民センターいわま（笠間市役所岩間支所）
内 容 栗の試食・販売、お菓子の販売
	 栗でゲームなど

問合せ／かさま新栗まつり実行委員会（事務局：農政課）
　　　　TEL0296-77-1101（内線527）

1
栗が美味しい季節となりました！

第6回

栗ダーツ

栗の形の笠間焼
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笠間てくてく栗図鑑
2012秋 発行

栗のおやつレシピ
紹介

KKT6
（かさまの栗つたえ隊）
キャラクター完成！

　家庭でつくれる手軽な栗のおやつレシピ
をご紹介します。笠間の秋の味覚「栗」を
お楽しみください！

　地元の栗をつかったお菓子や料理を紹介するための食べ歩
きマップ ｢笠間てくてく栗図鑑　2012秋」が発行されました。
　笠間の秋の旬「栗」の味覚めぐりに、また、観光スポットを
巡る散策のお供にぜひご活用ください。

昔ながらの定番の栗おやつ

ホットケーキミックスでつくれる手軽なおやつ栗の蒸しパン

栗の茶巾しぼり
【材料（4人分）】
生栗…………………………1㎏
砂糖…… 裏ごしした栗の20％
生クリーム………………50cc

【材料（8号カップ15個分）】
生栗…… 約300ｇ（中16個）
ホットケーキミックス… 150g
卵……………………………1個
砂糖……………………… 20g
牛乳…………………… 100cc
サラダ油…………………30cc

【作り方】
①栗を洗ってからゆでる。ゆで時間は、沸騰してから、40分。
②ゆでた栗をざるに上げ、縦半分に切り、中身をスプーンで取り出す。
③裏ごしをする。
④砂糖、生クリームを加え、よく混ぜ合わせる。
⑤ラップを使ってしぼる。

【作り方】
①�栗は洗ってから、皮（鬼皮・渋皮）を剥く。半分は飾
り用に二つに切り、残り半分は1cm角に刻んでおく。
②�ボウルに卵を割りほぐし、牛乳を加え混ぜる。残り
の材料（飾り用の栗以外）も加え混ぜ合わせる。
③型にカップを敷き、生地を均等に分け入れ、飾り用の栗をのせる。
④�蒸気の上がった蒸し器に入れたら、強火で15分程蒸す。竹串を刺
し、何もついてこなければできあがり。
※�蒸し器がなければ、フライパン（水を張る高さに注意）やレンジで
もOK！

　茨城県立笠間高等学校と共同で、キャラクター
を制作しました。今後は、KKT6（かさまの栗つ
たえ隊）と、このキャラクター一家で笠間の栗を
盛り上げていきます。どうぞお楽しみに！

【問合せ】笠間の栗グレードアップ会議　事務局　農政課（内線527）
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災害時支援協定連絡会を開催しました

自主防災組織の設立を！

地域で防災意識を高め、災害時に備えた体制を整えましょう。

　8月6日（月）に、災害時の物資調達や応
急復旧、協定内容や要援護者の安全確保対
策について、支援をいただける団体の方々
と意見交換を行いました。
　今後も情報を共有しながら、いつ起こる
か分からない災害に備えるため、継続的に
話し合う場として「災害時支援協定連絡会」
を設けました。

【意見交換の内容】
意見１　�災害時に市の要請で車両を使用する場合、燃料の供給を受けることはできないか。
回　答　�関係団体と協議し、市の車両と同じ取り扱いができるように検討します。
意見２　市では非常食や飲料水を備蓄してあるのか。
回　答　初動時の応急対策分として、非常食、飲料水を拠点避難所等に備蓄しています。
　　　　災害時支援協定を締結している団体にも食糧、日用品等の生活物資の協力を要請します。
意見３　拠点避難所に整備した井戸水は災害時にどのように給水するのか。
回　答　停電時には拠点避難所に整備した発電機を使用して給水します。
意見４　�社会福祉施設を有効に活用していくには、具体的な体制づくりなど、平時からの情報交換が必要だと思う。
回　答　災害時要援護者の支援体制について、社会福祉施設の代表者と協議していきます。

　笠間市は、各地域の自主防災組織設立を支援しています。
　自主防災組織とは、「自分たちの地域は自分たちで守る」という「自助・共助」の考え方で、自発的な救出救護
などの防災活動を行う組織です。大きな災害が発生したときは近所の声掛けや協力が重要になります。行政区、
町内会などを単位として災害に対する準備を始めましょう。

自主防災組織補助対象経費 補助金の額
防災カルテ、地域防災マップ、防災の普及・啓発等のポスター、パンフレット等の
作成費、防災知識・技術等の習得に関する講習会および視察研修に要する経費、防
災訓練に要する経費、その他自主防災組織の結成および活動に要する経費

1組織当たり　10万円以内

情報収集伝達用具、初期消火用具、救出用具、救護用具、避難誘導用具、給食給水用具、
その他自主防災組織の整備に必要な資機材および備蓄食料の購入に要する経費

1組織当たり　20万円以内
（平成23・24年度に限り）

※『自助』自分の身は自分で守るということ。　『共助』自分だけでは対応できないとき、助け合えるようにすること。

現在の自主防災組織の設立状況  組織数56組織　組織率23.21％（世帯）
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 （平成24年8月1日現在）

8月6日に行った災害時支援協定連絡会

防 災 の 取 り 組 み
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笠間市総合防災訓練を
開催します

　11月24日（土）笠間市総合防災訓練を友部小学校で実施します。
　詳細については後日、週報でお知らせします。当日は会場で
起震車やスモークマシンによる疑似体験ができますので、皆さ
んぜひ、ご参加ください。

笠間市が災害時支援協定を締結している主な団体名	 （平成24年9月1日現在）
主な内容 相　手　方

物
資
・
資
機
材
等
の
提
供

日用品・食料品等物資の提供

・いばらきコープ生活協同組合
・イオンリテール株式会社　北関東カンパニー茨城事業部　イオン笠間店
・笠間エス・シー協同組合
・株式会社　カスミ
・NPO法人　コメリ災害対策センター

消毒防除用資機材の提供 ・県央南農業共済組合
・茨城中央農業協同組合

被災者の収容、飲料水・食事・浴場の
提供 ・宍戸ヒルズカントリークラブ

飲料水の無償提供、避難所設置の自動
販売機の無償提供等

・ダイドードリンコ株式会社　筑波オフィス
・株式会社　伊藤園水戸西部支店

石油類燃料の優先供給 ・茨城県石油業協同組合笠間支部・岩間支部
・茨城中央農業協同組合

仮設トイレ等のレンタル ・有限会社　広興茨城

作
業
の
実
施

応急作業およびボランティア活動の実施 ・笠間市建設業協力会

応急作業の実施 ・笠間市管工事組合
・笠間市電設業協議会

災害による停電時の防災無線の活用 ・東京電力株式会社　茨城支店下館支社

避難施設の提供ほか相互協力 ・郵便事業株式会社　笠間支店

※上記のほか、姉妹都市・友好都市などの自治体や、関係団体と災害時支援協定を締結しています。

要援護者の避難施設として協定を締結している社会福祉施設（市内22施設）	 （平成24年9月1日現在）
・�指定認知症高齢者グループホー
ム　かさまグリーンハウス
・�認知症対応型グループホーム　
コンフォルトかさま
・ケアホーム　夢くらぶ
・�グループホーム　あさがお
・花水木
・�グループホーム　すずらんの里
・�特別養護老人ホーム　　　　　
すずらんの里

・�笠間シルバーケアセンターパル
・�介護老人保健施設　すみれ
・シルバーヴィレッジ
・�介護老人保健施設 　　　　　　
あたごナーシングビラ
・�シルバーパーク　はこだ
�・�グループホーム　れんぎょう
・�グループホーム　いわまの郷
・�特別養護老人ホーム　　　　　 
ヴィレッジかさま

・�特別養護老人ホーム　　　　　
かさまグリーンハウス
・�特別養護老人ホーム　宍戸苑
・�ケアハウス　かさま
・�ケアハウス　悠
・�ケアハウス　すずらんの里
・�（福）城北福祉会　佐白の館
・�（福）朝日会　愛の里

【問合せ】総務課　危機管理室（内線205）
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　住宅用火災警報器の設置は、年間の住宅火災死者数が1,000人を超え、死者の半数以上が65歳以上の高齢者であるこ
と、死亡原因の約7割が逃げ遅れであることから、死者数の低減を図るため、平成16年に消防法が改正され、笠間市では、
平成20年6月から設置が義務付けられました。
　このほど、総務省から住宅用火災警報器の設置状況が発表され、笠間市の推計普及率（平成24年6月1日時点）は
67.5％に達していることが分かりました。この結果は、全国平均（77.5％）と比べても10％低く、また、茨城県平均（59.8％）
は全国でワースト1位の不名誉な結果になっています。
　設置義務から4年が経過しますが、いまだに3割以上の住宅が未設置の状態です。これまでの普及活動で、設置義務
を知っている人は多いのですが、『オール電化だから火災は起きない』、『警報器はあるが設置していない』、『設置が面倒』
などの声を聞きます。設置対象が、生活の場である住宅のため、設置率の向上には各家庭の防火意識が重要なポイント
となります。未設置のご家庭は、あなたと大切な家族の尊い命を守るために、設置率100％の街を目指して迅速な設置
をお願いします。

Ｑいつから設置が義務付けられたの？
Ａ�平成20年6月1日以降、すべての住宅（戸建住宅、店
舗併用住宅、共同住宅、寄宿舎等すべての住宅が対象）
に設置が義務付けられました。

Ｑどこで購入できるの？
Ａ�お近くのホームセンターや電気店、量販店などで販売
しています。

Ｑ熱式と煙式どちらを付ければいいの？
Ａ�早期に火災を感知できる煙式警報器の設置が義務付け
られています。

Ｑどこに付けるの？
Ａ�寝室（主寝室の他、子供部屋などの就寝の用に供する
部屋）および階段（2階に寝室がある場合）に設置が義
務付けられています。

Ｑどうやって取り付けるの？
Ａ�天井または壁にネジ2本で簡単に取り付けできます。
自分で設置することが難しい方は、購入先・取引のあ
る電気店等へ相談することをお勧めします。

住宅用火災警報器は、あなたの命を守る大切な機器です。
「いざ」というときにきちんと作動するように、日ごろか
らお手入れや点検をしましょう！
①点検の方法
　・正常に作動するか、月に最低1回点検しましょう。
　・�警報器にホコリが付くと火災を感知しにくくなりま
す。汚れが目立ったら、乾いた布でふき取りましょう。

　・�点検は、ボタンを押したり、ひもを引いたりして行い
ます。詳しくは製品の取扱説明書をご覧ください。

②音が鳴らない・・・ 
　・電池はきちんとセットされていますか？
　・電池切れではありませんか？
　・�それでも鳴らない場合は、故障が考えられますので、
取扱店にご確認ください。

③電池切れかな？ 
　�電池切れの時には音声でお知らせするか、ピッピッと
短い音が一定の間隔で鳴りますので、新しい電池に交
換してください。

巧妙な手口を使った悪質な訪問販売などのトラブルの発生が
予想されますので、注意が必要です。
・�消防職員が個人住宅を訪問し、住宅用火災警報器等の斡旋
や販売をすることはありません。
・�不当に高い価格で販売する。（国産メーカーの警報器（電池
寿命10年）の目安は、3,000円前後です。）

【問合せ】
消防本部予防課　0296-72-0874
笠 間 消 防 署　0296-73-0119
友 部 消 防 署　0296-78-0119
岩 間 消 防 署　0299-45-0119

2階建て
住宅の
設置例

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
！

◎寝室が1階のみの場合
　1階の寝室に取り付けます。

◎寝室が1階および2階にある場合
　各寝室の他に、2階の階段に取り付けます。

　　は住宅用
火災警報器

設置に関する疑問

悪質な訪問販売にご注意を！！

住宅用火災警報器を設置したあとは？
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　市では東日本大震災により被害を受けた住宅等を金融機関から融資を受けて補修等をする方を対象
に、借り入れにかかる利子の一部を補助します。

 ■対象者（次のすべてに該当する方となります）
　1． 自己または親族の所有する住宅が、大規模半壊、半壊、一部損壊のいずれかの「り災証明書」を

受けており、震災発生時に自己または親族がその住宅に居住していた方。ただし、被災住宅を
解体し、被災者生活再建支援金の支給を受けた場合は除きます。

　2．被災住宅の補修、被災住宅に代わる住宅の建設、購入または被災宅地の復旧工事を市内で行う方。

　3． 平成23年3月11日以降に独立行政法人住宅金融支援機構や銀行法第2条で定める「銀行」または
協同組織金融機関の優先出資に関する法律第2条で定める「協同組合金融機関」と金銭消費貸借
契約を締結し、平成26年3月31日までに融資を受けた方。

　4．市税等を滞納していない方。

　5．同様の利子補給を他から受けていない方または受けようとしていない方。

 ■利子補助額
　年利2％に相当する額（2％未満の場合はその利率）＊毎月の融資残高より算出する
　　利子補給対象融資限度額
　　　・住宅復旧（補修・建設・購入）　640万円
　　　　（住宅に被害がなく、宅地のみの復旧工事を実施する場合は390万円）
　　　　（住宅と宅地の復旧工事を実施する場合は1,030万円）

 ■補助期間
　 償還開始の月から5年以内（ただし、無利子期間または利子支払の猶予期間等がある場合には、当該
期間を含め5年以内）

 ■申請期間
　平成26年3月31日まで（土日・祝日・年末年始を除く）午前8時30分～午後5時15分

 ■申請場所
　笠間市役所（本庁2階）都市計画課
　※ 申請書は都市計画課窓口、各支所地域課に用意してあります。また、笠間市ホームページからも

ダウンロードできます。［アドレス／http://www.city.kasama.lg.jp/news.php?code=532］
　

【問合せ】都市計画課　開発グループ（内線588）　

笠間市被災住宅復興支援利子補給補助事業
《融資額の利子の一部を補助します》
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◎水戸南年金事務所　TEL 029-227-3251

◎『国民年金保険料専用ダイヤル』

＜受付時間＞
月～金曜日 午前8時30分～午後5時15分 
ただし、月曜日（月曜日が休日の場合は火
曜日）は午後7時まで延長
第2土曜日 午前9時30分～午後4時 
（祝日、12月29日～1月3日はご利用いた
だけません。） 

※ ナビダイヤルは、一般の固定電話からおかけになる場合は全国どこからで
も、市内  通話料金でご利用いただけます。

　 ただし、一般の固定電話以外（携帯電話等）からおかけになる場合は、通
常の通話料金がかかります。 

※ 「 03－6731－2015」の電話番号におかけになる場合は、通常の通話料金
がかかります。

※ 「0570」の最初の「0」を省略したり、市外局番をつけて間違い電話になっ
ているケースが発生していますので、おかけ間違いにはご注意ください。 

　国民年金制度は、20歳から60歳に到達するまでの40年の間に国民年金保険料を納めていただくことで満額の老齢基
礎年金を受給することができます。
　しかしながら、保険料を納められなかった期間がある場合や資格取得などの届出忘れにより国民年金の資格期間が
ない場合には、将来の年金受給額が少なくなったり、年金そのものが受給できなくなったりすること（保険料納付や
免除等の合計が25年（300月）未満の場合）があります。
　このような事態を避けるために、昨年、法律が改正され、平成24年10月1日から、国民年金保険料を納めることが
できる期間が過去2年から10年に延長となる後納制度が始まります。
　具体的には、平成14年10月分以降の納められなかった保険料を納めることができるようになります。（※）
　なお、後納保険料を納付するためには事前にお申し込みいただき、審査が必要です。審査の結果、後納制度による
納付をご利用できない場合があります。また、老齢基礎年金を受給している方はお申し込みできません。

詳しくは、下記年金事務所または「国民年金保険料専用ダイヤル」へお問い合わせください。

　本年10月1日に就業構造基本調査が、全国一斉に実施
されます。
　この調査は、総務省統計局が主体となり5年に1度、
全国から抽出された約47万世帯を対象に行われていま
す。多様化する就業状況や産業構造の変化に伴う雇用
流動化の実態など、就業に関する詳しい状況が明らか
になり、雇用政策や経済政策などの各種行政施策を立
案する際の基礎資料となりますので、ご理解・ご協力
をお願いします。
　なお、調査の対象となる世帯には、統計調査員が調
査票の記入をお願いに伺います。
対象地区

笠間地区 赤坂の一部、石井の一部、笠間の一部、本戸
の一部、稲田一部、福田の一部

友部地区 東平の一部、平町の一部、南友部の一部、鴻巣
の一部、中市原・上市原の一部、住吉の一部

岩間地区 吉岡の一部、押辺の一部、市野谷の一部、下
郷の一部

調査内容　�15歳以上の方々を対象に、就業状況や就業
に関する希望などについて調査します。

問 合 せ　企画政策課　統計グループ（内線214）
　　　　　※�問合せは、平日の午前8時30分〜午後5時

15分まで

ご安心ください！調査票の秘密は守られます！
　調査票に記入していただいた内容については、統計を作
るためだけに用いられ、その他の目的に使用することは絶
対にありません。
　また、調査員や調査関係者が調査で知り得た事項を、他
に漏らすことも禁じられています。

後納制度（国民年金保険料の納期限の延長）が始まります

0570-011-050
050または070から始まる電話でおかけになる
場合は 03-6731-2015

お問い合せ先

（※）後納保険料を納付できる期間は、平成24年10月1日から平成27年9月30日までの3年間です。

KASAMA   Vol.78   September  2012 8



笠
間
市
消
防
本
部
救
助
隊
員
が

第
41
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
に
出
場

　

7
月
25
日
（
水
）
友
部
公
民
館
で
「
か
さ
ま
ク

ラ
フ
ト
農
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
農
業
者
を
中
心
に
約
80
名
が
来
場
し

ま
し
た
。
筑
波
大
学
教
授
の
納の
う
ぐ
ち口
る
り
子
さ
ん
に

よ
る
講
演
と
、
市
内
で
農
産
品
加
工
等
に
取
り
組

む
永な
が
た田
修し
ゅ
う
い
ち一さ
ん
・
入い
り
え江
康や
す
ひ
ろ弘
さ
ん
・
鈴
木
か
つ

子
さ
ん
・
根ね
も
と本
高た
か
ゆ
き行
さ
ん
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

納
口
さ
ん
は
、
農
商
観
連
携
や
6
次
産
業
化
が

注
目
さ
れ
る
昨
今
、
各
々
の
農
業
者
が
ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス
成
功
の
可
能
性
を
も
っ
て
お
り
、
ま
た
資

源
や
人
材
に
恵
ま
れ
る
笠
間
市
は
「
人
を
呼
ぶ
力

の
あ
る
と
こ
ろ
」
と
語
り
、
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

笠
間
消
防
署
に
勤
務
す
る
消
防
副
士
長　

成な
り
た
ゆ
う
い
ち

田
雄
一
隊
員
（
28
歳
）
が
、
8
月
7
日
（
火
）、

東
京
都
江
東
区
豊
洲
で
開
催
さ
れ
た
第
41
回
全

国
消
防
救
助
技
術
大
会
「
は
し
ご
登
は
ん
の
部
」

に
茨
城
県
の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
救
助
技
術
の
高
度
化
に
必
要
な

基
本
的
要
素
を
練
磨
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
消
防

救
助
活
動
に
不
可
欠
な
体
力
、
精
神
力
、
技
術
力

を
養
い
ま
す
。
ま
た
、
国
の
消
防
救
助
隊
員
が
一

同
に
会
し
、
競
い
、
学
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
、
他
の

模
範
と
な
る
消
防
救
助
隊
員
を
育
成
し
、
全
国
市

民
の
消
防
に
寄
せ
る
期
待
に
力
強
く
応
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

成
田
隊
員
は
、
4
月
か
ら
勤
務
の
合
間
や
非
番

を
活
用
し
訓
練
を
続
け
て
、
大
会
で
は
見
事
優
秀

な
成
績
を
収
め
、「
大
会
に
出
場
し
て
得
た
こ
と

を
現
場
活
動
に
生
か
し
、
市
民
の
皆
様
の
安
全
・

安
心
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

　

7
月
27
日（
金
）〜
30
日（
月
）の
4
日
間
、ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
赤
穂
第
1
団
と
笠
間
第
1
団
の
交

歓
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
で
あ
る
兵
庫
県
赤
穂
市
よ
り
隊
員

15
名
を
迎
え
、
笠
間
稲
荷
神
社
参
拝
や
市
内
散
策

の
後
、
北
山
公
園
で
開
村
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
口
市
長
を
は
じ
め
、
来
賓
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
を

受
け
、
両
団
の
友
好
の
証
と
し
て
記
念
品
の
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

隊
員
た
ち
は
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
市
内
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど

を
通
し
て
友
好
を
深
め
、
再
会
を
約
束
し
ま
し
た
。

【はしご登はん競技とは】
命綱を結索した後、垂直はしごを15メートル
登ります。災害建物への進入等、消防活動に
は欠かせない訓練です。

▶
競技を終えた
成田隊員

開村式での集合写真

会場の様子
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【開催報告】
中学生との市政懇談会

　

市
内
7
校
の
中
学
2
年
生
の
代
表
21

名
が
参
加
し
、
7
月
23
日
（
月
）、
市

役
所
本
所
会
議
室
で
「
サ
マ
ー
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
２
０
１
２
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。「
サ
マ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
は
、
中

学
生
ら
し
い
率
直
な
意
見
を
市
政
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
市
長
・

教
育
長
と
中
学
生
と
の
意
見
交
換
会
で

す
。
内
容
は
2
部
構
成
で
、
第
1
部
は
、

自
校
の
自
慢
や
改
善
点
に
つ
い
て
の
学

校
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
発
表
、
第
2
部
は
、

「
笠
間
市
の
未
来
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
、
次
の
よ

う
な
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

■�

第
1
部
　
グ
ル
ー
プ
発
表

　�

～�

私
た
ち
の
学
校
の
自
慢
で
き
る
こ
と
・

こ
れ
か
ら
望
む
こ
と
～	

（
発
表
順
）

【
岩
間
中
学
校
】

○�

自
慢
　「
打
倒
ご
み
ち
ゃ
ん
作
戦
デ
ラ
ッ

ク
ス
」
…
生
徒
が
自
主
的
に
学
校
を
よ
り

良
く
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
。
学
校
や
そ
の
周
辺
の
ご
み
拾
い
、

あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
。

○�

望
み　

少
人
数
指
導
の
授
業
ス
タ
イ
ル
を

全
学
年
に
拡
大
し
た
り
、
英
語
な
ど
で
も

取
り
組
ん
だ
り
し
て
ほ
し
い
。
自
分
の
レ

ベ
ル
に
合
っ
た
授
業
を
受
け
る
こ
と
で
学

力
を
伸
ば
し
た
い
。

【
友
部
第
二
中
学
校
】

○�

自
慢
　「
二
中
し
ぐ
さ
」
…
駐
輪
場
で
自
転

車
を
詰
め
て
置
く
こ
と
、
靴
そ
ろ
え
、
水

道
の
蛇
口
を
下
に
向
け
る
な
ど
、
学
校
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
の
活
動
。

○�
望
み　

休
み
時
間
と
授
業
時
間
の
気
持
ち

の
切
り
替
え
を
し
っ
か
り
や
り
、
み
ん
な

の
「
当
た
り
前
」
を
同
じ
に
し
た
い
。

【
友
部
中
学
校
】

○�

自
慢
　
友
部
中
の
合
言
葉
は
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

Ｆ
」
…
「
Ａ
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を
、
Ｂ

ば
か
に
し
な
い
で
、
Ｃ
ち
ゃ
ん
と
や
ろ
う
。

Ｄ
で
き
る
こ
と
を
、
Ｅ
い
っ
ぱ
い
、
Ｆ
増

や
そ
う
。」

○�

望
み　

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
が
低
い

生
徒
が
見
ら
れ
る
の
で
、
一
人
一
人
の
意

識
を
も
っ
と
高
め
て
い
き
た
い
。

【
稲
田
中
学
校
】

○�

自
慢
　「
1
・
3
運
動
」
…
毎
週
水
曜
日
の

朝
、
道
路
に
あ
る
空
き
缶
や
ご
み
な
ど
を

拾
い
な
が
ら
登
校
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。

昔
は
道
徳
の
教
材
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。

○�

望
み　

自
転
車
小
屋
の
整
備
を
し
て
ほ
し

い
。
理
科
の
実
験
器
具
を
増
や
し
て
ほ
し

い
。
学
校
に
プ
ー
ル
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

【
南
中
学
校
】

○�

自
慢
　
全
生
徒
が
仲
良
く
、
団
結
力
が
強

い
の
で
、
南
中
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
の
行
事
は
と

て
も
盛
り
上
が
る
。
南
小
学
校
と
の
連
携
活

動
な
ど
。

○�

望
み　

学
校
の
時
計
塔
の
文
字
盤
を
修
理

し
て
ほ
し
い
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
有
効
活

用
し
た
い
。

【
東
中
学
校
】

○�

自
慢
　
自
分
か
ら
進
ん
で
あ
い
さ
つ
で
き

る
生
徒
が
多
い
。
体
育
祭
や
文
化
祭
な
ど

地
域
と
の
関
わ
り
が
深
い
。
給
食
の
牛
乳

の
残
量
調
査
で
、
残
量
が
0
％
。

○�

望
み　

街
灯
の
設
置
や
休
工
中
の
工
事
の

再
開
な
ど
通
学
路
の
安
全
を
確
保
し
て
ほ

し
い
。
プ
ー
ル
を
修
繕
し
て
ほ
し
い
。
積

極
性
・
向
上
心
を
一
人
一
人
が
持
ち
た
い
。

【
笠
間
中
学
校
】

○�

自
慢
　
生
徒
で
作
っ
た
学
校
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
笠
Ｃ
Ｈ
Ｕ
（
か
さ
ち
ゅ

う
）」。「
笠
中
し
ぐ
さ
」
…
お
互
い
が
心
地

よ
く
生
活
す
る
た
め
の
、
物
そ
ろ
え
、
あ

い
さ
つ
、
右
歩
み
、
思
い
や
り
言
葉
の
4

つ
の
取
り
組
み
。

○�

望
み　

活
気
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
笑
顔
あ
ふ

れ
る
元
気
な
笠
間
中
学
校
を
目
指
し
て
こ
れ

か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

■
第
2
部
　
フ
リ
ー
ト
ー
ク

　
～
笠
間
市
の
未
来
に
つ
い
て
の
意
見
～

○�

震
災
復
興
の
た
め
に
北
茨
城
市
で
作
成
し

た
情
報
誌
「
る
る
ぶ
」
を
笠
間
市
で
も
発
行

し
て
は
ど
う
か
。

○�

笠
間
市
の
観
光
に
つ
い
て
、
私
た
ち
中
学

生
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
と
思
う
。
中
学
生

の
私
た
ち
に
向
け
て
、
宣
伝
・
ア
ピ
ー
ル

の
仕
方
を
工
夫
し
て
い
け
ば
い
い
と
思
う
。

○�
笠
間
西
イ
ン
タ
ー
の
あ
た
り
に
も
う
少
し

商
店
が
あ
っ
た
ら
活
性
化
す
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

○�

稲
荷
神
社
門
前
通
り
を
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り

に
し
な
い
た
め
に
ど
う
い
う
対
策
を
し
て

い
る
の
か
知
り
た
い
。

○�

観
光
客
避
難
誘
導
体
制
の
確
立
に
向
け
て
、

外
国
人
観
光
客
の
た
め
に
英
語
を
は
じ
め

と
し
た
外
国
語
を
話
せ
る
職
員
を
配
置
し

て
い
る
の
か
。
配
置
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、

ど
の
言
語
を
話
せ
る
の
か
、
普
段
は
何
を

し
て
い
る
の
か
知
り
た
い
。

○�

笠
間
市
で
は
、
車
が
な
い
と
移
動
し
づ
ら

い
と
思
う
が
、
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
以
外
で

何
か
考
え
は
あ
る
か
。

○�

岩
間
第
二
小
学
校
の
上
押
辺
地
区
に
あ
る

「
ふ
じ
や
ま
運
動
公
園
」
は
、
お
年
寄
り
の

利
用
が
中
心
だ
が
、
小
さ
な
子
た
ち
ま
で

も
っ
と
遊
べ
る
よ
う
な
公
園
に
し
て
ほ
し

い
。

○�

通
学
路
の
砂
利
道
や
凹
凸
、
狭
い
道
路
、

東
日
本
大
震
災
で
で
き
た
ひ
び
や
穴
な
ど
、

道
路
の
補
修
整
備
を
し
て
ほ
し
い
。

○�

街
灯
が
な
い
の
で
、
冬
な
ど
暗
く
な
る
の

が
早
い
時
期
は
と
て
も
怖
い
。
街
灯
を
増

や
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

○�

街
灯
は
稲
の
生
長
に
影
響
す
る
と
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
。
そ
の
配
慮
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

○�

震
災
の
影
響
で
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
市
民
体
育
館
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

○�

芸
術
の
森
公
園
の
入
り
口
の
手
前
に
あ
る

笠
間
焼
の
大
花
瓶
が
震
災
で
壊
れ
て
し

ま
っ
た
が
、
新
た
に
作
品
を
作
る
予
定
は

あ
る
か
。

○�

笠
間
市
で
は
東
日
本
大
震
災
で
ど
の
よ
う

な
被
害
が
多
か
っ
た
の
か
。

○�

何
年
か
後
に
人
数
の
少
な
い
小
学
校
や
中

学
校
が
統
合
に
な
る
と
い
う
話
が
あ
る
と

思
う
が
、
詳
し
く
教
え
て
ほ
し
い
。

○�

南
中
の
学
区
が
狭
い
と
思
う
。
学
区
の
基

準
は
ど
う
や
っ
て
決
め
て
い
る
の
か
。

○�

新
聞
な
ど
で
子
ど
も
の
体
力
が
下
が
っ
て

い
る
と
い
う
記
事
を
見
た
こ
と
が
あ
る
が
、

月
に
1
度
、
半
年
に
1
度
体
力
テ
ス
ト
を

行
い
、
体
を
き
た
え
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
。

○�

笠
間
市
に
陸
上
競
技
の
ト
ラ
ッ
ク
が
ほ
し

い
。

○�「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」
で
宮
城
県

石
巻
市
の
震
災
が
れ
き
を
受
け
入
れ
る
と

聞
い
た
が
、
放
射
能
の
問
題
は
大
丈
夫
な

の
か
。
ま
た
、
ど
れ
く
ら
い
の
量
の
が
れ

き
を
受
け
入
れ
る
の
か
。

【問合せ】学務課（内線373）

参加した生徒の皆さん

サマーミーティング2012
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第
7
回
笠
間
市
小
学
校
相
撲
大
会

期
日
：
8
月
2
日
（
木
）

会
場
：
笠
間
小
学
校
相
撲
場

団
体
戦

優　

勝　

稲
田
小
学
校
Ａ

準
優
勝　

稲
田
小
学
校
Ｂ

第
3
位　

笠
間
小
学
校
Ａ

　
　
　
　

宍
戸
小
学
校
Ａ

個
人
の
部
〔
1
年
生
〕

優　

勝　

松ま
つ
だ田　

智と
も
き樹（
宍
戸
小
） 

準
優
勝　

小こ
ひ
が
比
賀
円え
ん
ぞ
う蔵（
稲
田
小
）

第
3
位　

柴し
ば
ぬ
ま沼
千ち
と
せ
歳
也（
東　

小
）

　
　
　
　

瀧た
き
た田　

翔し
ょ
う
ご吾（
岩
間
二
小
） 

個
人
の
部
〔
2
年
生
〕

優　

勝　

井い
の野　

悟さ
と
る瑠（
北
川
根
小
）

準
優
勝　

保ほ
さ
か坂　

彩あ
や
と斗（
稲
田
小
）

第
3
位　

磯い
そ　
　

寛ひ
ろ
あ
き陽（
稲
田
小
）

　
　
　
　

粉こ
が
わ川　

陽は
る
と大（
南　

小
）

個
人
の
部
〔
3
年
生
〕

優　

勝　

田た
や
ま山　

旺お
う
す
け亮（
友
部
小
）

準
優
勝　

塩し
お
は
た畑　

昌よ
し
ひ
と史（
笠
間
小
）

第
3
位　

鈴す
ず
き木　
　

豪ご
う（
岩
間
二
小
） 

　
　
　
　

安あ
み見　

頼ら
い斐（
岩
間
二
小
）

個
人
の
部
〔
4
年
生
〕

優　

勝　

江え
づ
れ連　

春は
る
き樹（
友
部
小
）

準
優
勝　

久く
の野　

脩し
ゅ
う
す
け祐（
箱
田
小
）

第
3
位　

木き
む
ら村　

颯そ
う
た汰（
東　

小
）

　
　
　
　

渡わ
た
な
べ辺　

慎し
ん
や也（
友
部
小
）

個
人
の
部
〔
5
年
生
〕

優　

勝　

大お
お
ひ
ら平　

健け
ん
た太（
南　

小
）

準
優
勝　

杉す
ぎ
も
と本　

亮り
ょ
う
た太（
南　

小
）

第
3
位　

綿わ
た
ひ
き引　

翔し
ょ
う
た太（
東　

小
）

　
　
　
　

蒲か
ん
ば
ら原　

大た
い
き稀（
稲
田
小
）

個
人
の
部
〔
6
年
生
〕

優　

勝　

奥お
く
が
わ川　

朋と
も
き紀（
南　

小
）

準
優
勝　

古こ
た
に谷　

宙ひ
ろ
や也（
笠
間
小
）

第
3
位　

名な
ば
た畑　

俊し
ゅ
ん
す
け亮（
岩
間
三
小
）

　
　
　
　

杉す
ぎ
や
ま山　

勘か
ん
た太（
稲
田
小
）

個
人
の
部
〔
女
子
1
・
2
年
生
〕

優　

勝　

笹さ
さ
の
ま
ノ
間
友ゆ
い依（
箱
田
小
）

準
優
勝　

柏か
し
わ　
　
　

珀は
く（
友
部
小
）

第
3
位　

高た
か
の野
真ま
ゆ
き
悠
希（
大
原
小
）

　
　
　
　

根ね
も
と本　

羽は
な菜（
大
原
小
）

個
人
の
部
〔
女
子
3
・
4
年
生
〕

優　

勝　

豊と
よ
ぐ
ち口　

梨り
な奈（
箱
田
小
）

準
優
勝　

檜ひ
や
ま山　

明あ
か
り里（
友
部
小
）

第
3
位　

飯い
い
む
ら村　

朋と
も
か華（
南　

小
）

　
　
　
　

杉す
ぎ
も
と本　

百も
も
か花（
南　

小
）

個
人
の
部
〔
女
子
5
・
6
年
生
〕

優　

勝　

小こ
に
し西　

歩あ
ゆ
み美（
佐
城
小
）

準
優
勝　

成な
り
た田　

夏な
つ
み美（
佐
城
小
）

第
3
位　

富と
み
た田　

茉ま
ほ帆（
箱
田
小
）

　
　
　
　

金か
ね
こ子　
　

瞳ひ
と
み（
友
部
二
小
）

第
8
回
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
親
子
大
会

期
日
：
7
月
21
日
（
土
）

会
場
：�

宍
戸
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

優　

勝　

深ふ
か
さ
く作
麻ま
り
な
里
渚（
友
部
小
）

　
　
　
　

深ふ
か
さ
く作　

祥し
ょ
う
じ司

準
優
勝　

小お
ば
ら原　

拓た
く
ま真（
友
部
小
）

　
　
　
　

小お
ば
ら原　
　

宏ひ
ろ
し

第
3
位　

若わ
か
ば
や
し林　

航こ
う
へ
い平（
岩
間
三
小
）

　
　
　
　

若わ
か
ば
や
し林　

浩ひ
ろ
み
つ光

被災地支援絆プロジェクト
～ 再 会 ～

　8月18･19日、岩間中学校の生徒や同校を卒業した高校生ら26人が、東
日本大震災で被災した宮城県石巻市の1年後の状況や地元中学校の生徒、
仮設住宅で暮らしている方との絆を深めようと再び訪れました。
　この被災地支援絆プロジェクトは、昨年8月に石巻市を訪れ、自分の目
や耳で現場の状況を見たり、被災した方の声を聞いたりしました。今後も
支援や交流を続けようという生徒たちの思いを受け、青少年育成岩間地区
市民の会が、市のまちづくり市民活動助成事業を活用して行われました。

被災地支援絆プロジェクトチーム

山元町浅生原箱根仮設住宅にて花壇づくり 石巻市立河南東･西中学生との意見交換会
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　市では、多くの方にがん検診を受診して、がんの早期発見と正しい健康意識を持っていただくため、特定の年齢の方
に対して、「がん検診無料クーポン券」と「がん検診手帳」を5月下旬に送付しました。
　クーポン券は、市が行う集団検診（子宮・乳がんは医療機関での検診も可）で利用できますので、この機会に検診を
受けて、ご自身の健康管理に役立てましょう。
　対象となる方は次のとおりです。詳しくは送付した案内をご覧ください。
◆対象者　笠間市に住民登録をしている方で、次の年齢に該当する方
年　齢 生　年　月　日 子宮頸がん 乳がん 大腸がん 胃がん 肺がん

21歳 平成  3年4月2日～平成  4年4月1日 ○

26歳 昭和61年4月2日～昭和62年4月1日 ○

31歳 昭和56年4月2日～昭和57年4月1日 ○

36歳 昭和51年4月2日～昭和52年4月1日 ○

41歳 昭和46年4月2日～昭和47年4月1日 ○ ○ ○ ○ ○

46歳 昭和41年4月2日～昭和42年4月1日 ○ ○ ○ ○

51歳 昭和36年4月2日～昭和37年4月1日 ○ ○ ○ ○

56歳 昭和31年4月2日～昭和32年4月1日 ○ ○ ○ ○

61歳 昭和26年4月2日～昭和27年4月1日 ○ ○ ○ ○

　予防接種法に基づき接種対象に該当する方で、インフルエンザ予防接種を希望される方に接種費用の一部を公費負担
します。希望される方は実施期間内に接種をしてください。　

◆接 種 期 間　10月15日（月）～12月28日（金）
◆接種対象者　市に住民登録がある方で、次のいずれかの要件を満たす方
　　　　　　　○65歳以上の方
　　　　　　　○60～64歳で心臓、じん臓、呼吸器のいずれかに重い病気のある方（身体障害者1級程度）
◆接 種 費 用　接種費用のうち2,000円を補助します。（1回のみ）
　　　　　　　＊生活保護世帯の方は無料（全額公費負担）
◆接 種 場 所　市内および県内協力医療機関

対象者
予防接種の方法・手順

市内の医療機関で接種する場合 市外の医療機関で接種する場合

65歳以上の方および

60～64歳で心臓、じん臓、

呼吸器のいずれかの機能に

障害があり身体障害者1級
程度の方

① 健康保険証を持参し接種してください

（予診票は医療機関にあります）

② 接種費用から2,000円を差し引いた金

額が自己負担になります

① 保健センターに「予診票」を申請して
ください

② 「予診票」と健康保険証を持参し接種して

ください

③ 接種費用から2,000円を差し引いた金額

が自己負担になります

上記対象者で生活保護世帯

の方

① 「生活保護受給証明書」を持参し接

種してください

②接種費用は無料です

① 「生活保護受給証明書」と「予診票」を

持参し接種してください

②接種費用は無料です

＊笠間市の予診票を用いて接種しない場合は、全額自己負担となりますので、ご注意ください。

◆クーポン券有効期限

　子宮がん・乳がん　　　　　　平成25年2月28日
　大腸がん・胃がん・肺がん　　平成24年12月6日

◆検診内容

子宮頸がん検診……子宮頸部の細胞診
乳がん検診…………乳房Ⅹ線検査（マンモグラフィ）
大腸がん検診………便潜血反応検査
胃がん検診…………胃部Ⅹ線（バリウム検査）
肺がん検診…………胸部レントゲン

～健康都市かさま～　がん検診無料クーポン券のお知らせ

高齢者インフルエンザ予防接種について

【問合せ】健康増進課　内線592／友部保健センター　0296-77-9145
　　　　笠間保健センター　0296-72-7711／岩間保健センター　0299-45-7888
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簡単で安全にあなたの健康状態のチェックができます。

■ 受診結果
受診した結果は郵送します。
このドックだけでは健康状態のすべてを確認することはで
きません。健康に不安を感じたら医師の診察を受けるよう
にしてください。

笠間市立病院
℡ 0296 -77 -0034

（A）糖尿セット
￥1,500

糖尿病の状態把握の検査です。

※食後4時間を目安に受診してください。

検査項目 血糖・HbA1ｃ・尿糖・
尿蛋白

（B）脂質セット
￥1,000

高脂血症の状態把握の検査です。

検査項目 総コレステロール・中性脂
肪・HDL-コレステロール・LDL-
コレステロール

（C）骨密度検査
￥800

骨の密度の状態把握の検査です。

検査項目 X線

（D）前立腺検査
￥2,000

前立腺がんの早期発見の検査です。

検査項目 PSA

（E）肝・膵機能セット
￥1,500

肝・膵機能の状態把握の検査です。

検査項目 AST・ALT・γ-GTP・
ALP・LDH・アミラーゼ・総ビリ
ルビン

（F）貧血セット
￥1,000

貧血の状態把握の検査です。

検査項目 ヘモグロビン・ヘマトク
リット・赤血球数・白血球数・血
小板数・鉄・網状赤血球・TIBC

（G）肝炎ウイルス検査
￥2,500

B型・C型肝炎ウイルスの感染の有
無の検査です。

検査項目 ＨＢs抗原・HCV抗体

（H）腎機能セット
￥1,000

腎機能・痛風の状態把握の検査で
す。

検査項目 尿素窒素・クレアチニ
ン・尿酸・尿蛋白・尿潜血

（ I ）萎縮性胃炎状態検
￥3,500

萎縮性胃炎（胃がんの前段階）の状
態把握の検査です。

検査項目 血液検査（ペプシノゲン）

（J）ヘリコバクターピロリ菌
￥2,500

ピロリ菌の感染把握の検査です。

検査項目 血液検査（ピロリ菌の抗体
の有無）

メタボセット ￥3,000
糖尿/脂質/肝・膵機能のトリ
プルセット ￥1,000お得

アフター5セット ￥3,000
肝・膵機能/肝炎ウイルスダ
ブルセット ￥1,000お得

レディースセット ￥1,500
貧血セット/骨密度検査ダブ
ルセット ￥300お得

お得なセットメニュー

ほんの少しの時間で
　　あなたの体の
　　　健康チェックが
　　　　　　できます♥

• 予約なしで受けられます。（月～金の午前８時30分～午後3時30分まで受付）

• 受付後すぐに実施できます。

• 血液と尿の検査なので5分から10分の短時間で済みます。 
• 自由に項目を選べ、結果は郵送します。

さいけつ検診短時間で健康チェック：
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ご存知ですか？ 認 知 症

　

公
益
社
団
法
人
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
茨
城
支

部
の
飯い
い
じ
ま嶋
健た
つ
お夫
司
法
書
士
、
橋は
し
も
と
り
ょ
う

本
亮

司
法
書
士
を
お
招
き
し
、
成
年
後
見

制
度
講
演
会
・
相
談
会
を
７
月
26
日

（
木
）
に
開
催
し
ま
し
た
。
54
名
の

市
民
の
方
々
な
ど
が
参
加
し
、「
法

定
後
見
制
度
」
お
よ
び
「
相
続
・
任

意
後
見
制
度
」
に
つ
い
て
、
研
鑽さ
ん

を

積
み
ま
し
た
。

笠
間
市
福
祉
部
高
齢
福
祉
課

笠
間
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

9月は認知症を知る月間です。

　1994年「国際アルツハイマー病協会」（ADI）は、世界保健機関（WHO）と共同で毎年9月21日を「世界ア
ルツハイマーデー」と制定し、知識の普及啓発に努めています。これに伴い茨城県では、平成18年から、9
月を「認知症を知る月間」として認知症に対する正しい理解の普及に努めています。

認知症とは・・・
　認知症とは、脳に何らかの原因で障害が起き、脳の機能が低下することで、もの忘れや判断力の低下など
が見られ、日常生活がうまく行えなくなる脳の病気です。
★主な症状として

★上記の症状に伴い、やる気をなくしたり、怒りっぽくなったりといった症状も現れることがあります。

記憶障害
新しいことが覚えられ
ない・すぐに忘れてし
まう

見当識障害
今がいつなのか、ここはど
こなのかなど自分がどうい
う状況にいるか理解するこ
とがむずかしい

判断力の低下
考えるスピードが遅く
なる・2つ以上のことが
重なると理解がむずか
しい

実行機能障害
計画を立てて、段取
りすることができな
くなる

　人は、年をとるにつれ、誰でもある程度のもの忘れをするようになります。加齢によるもの忘れと認知症
によるもの忘れには違いがあります。

加齢によるもの忘れ 認知症によるもの忘れ
○体験したことの一部を忘れてしまう ○体験したこと全部を忘れる
○人・場所・時間に関して、ほぼ正しく認識できる ○人・場所・時間に関して、正しく認識できにくくなる
○日常の社会生活に支障はない ○日常の社会生活に支障をきたすことがある
○�ものの名前を忘れることがあるが、ものごと自体は
忘れない
　→例として：�何を食べたか忘れてしまうが、食べた

ことは覚えている

○�ものの名前だけではなく、ものごと自体を忘れてし
まう
　→例として：�何を食べたかも忘れるが、食べたこと

事体忘れてしまう
○もの忘れを自覚している ○もの忘れの自覚に乏しい

加齢によるもの忘れと認知症によるもの忘れとの違い・・・

　認知症かなと思ったら、まずは普段のかかりつけ医にご相談ください。そのほかの認知症の相談窓口とし
ては、笠間市地域包括支援センター（笠間市役所高齢福祉課内）をご利用ください。

認知症かな・・・と思ったら

9月4日～9月28日まで、各図書館にて認知症に関するブースを設置します。ぜひご利用ください！！
認知症をもっと知ろう！！

平
成
24
年
度

成
年
後
見
制
度
の
講
演
会
・

相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た法定後見人について話す橋本司法書士
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高
齢
者
向
け
悪
質
商
法
・

振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　

茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
県
警
察

本
部
お
よ
び
市
町
村
で
は
、
高
齢
者
の
悪

質
商
法
被
害
が
依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な

い
こ
と
か
ら
、
振
り
込
め
詐
欺
へ
の
注
意

喚
起
も
含
め
て
、
9
月
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

月
間
と
し
て
連
携
し
て
啓
発
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
笠
間
市
に
お
い
て
も
同
様

の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
事
例
】

　�

　
注
文
を
し
て
い
な
い
の
に
健
康
食
品

が
送
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
健
康
食
品

の
購
入
依
頼
の
電
話
が
あ
り
断
っ
た
が
、

勝
手
に
商
品
を
送
っ
て
き
た
。
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
。

【
対
応
】

　�

　
勝
手
に
商
品
を
送
っ
て
き
た
の
で
代
金

支
払
い
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

受
け
取
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
代
金
は

払
わ
な
い
で
、
商
品
は
業
者
に
着
払
い
で

送
り
返
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※�

ま
だ
ま
だ
、
た
く
さ
ん
の
手
口
が
あ
り

ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

笠
間
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ

れ
ら
の
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

出
前
講
座
（
無
料
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
地
区
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
な
ど
で
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

笠
間
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
市
役
所
本
所
・
市
民
活
動
課
内
）

　
《
相
談
専
用
電
話
》

　
　
　

０
２
９
６
―
７
７
―
１
３
１
３

笠間市では、認知症の方や家族が、
安心して暮らせる街づくりに取り組んでいます！

認知症を知るために…講演会の開催

認知症の方や家族を支えよう…
認知症サポーター養成講座の開催

認知症の方の介護者のために…笠間市在宅介護者の会

公益社団法人　認知症の人と家族の会　茨城県支部では…

認知症を考えよう…標語の募集
認知症どう支えますか？

―認知症の正しい知識と理解―
日　時：11月18日（日）
　　　　午前9時30分～11時30分
　　　　（午前9時15分から受付）
場　所：岩間公民館　大会議室

講　師：本
ほ ん ま

間  昭
あきら

さん
料　金：無料
＊当日は、認知症啓発標語の表彰式も兼ねます。
＊�事前申し込みは必要ありませんので当日お越しください。

　今までに500名弱の認知症サポーターを養成し
ました。今後も認知症サポーター養成を実施し
ます。グループ単位（20名前後）で受付していま
すので、お気軽にお問い合わせください。

認知症に関する標語を募集します。
　優秀な作品は認知症講演会時に表彰します
◎応募方法
　1．�市役所や図書館等に設置してある応募用紙に必

要事項を記入の上、応募箱に投函してください。
　2．�作品・氏名・住所・電話番号を記入の上、郵便

またはFAXにて応募ください。
◎応募期間
　8月31日（金）～9月28日（金）

【問合せ】	社会福祉協議会
	 （友部支所）TEL 0296-77-0730
	 （笠間支所）TEL 0296-73-0084
	 （岩間支所）TEL 0299-45-7889

　介護をする家族が孤立しないように、
笠間市では、在宅介護者の会があります。
詳しくは社会福祉協議会各支所にお問い
合わせください。

【つどい】は認知症の方の介護者同士がお互いに
話し合い、耳を傾けあう場です。
つくば／日時：第1金曜日　午後1時〜3時　
　　　　場所：つくば市役所
　　　　　　　（つくば市苅間2530-2）
水　戸／日時：第2金曜日　午後1時〜3時
　　　　場所：茨城県水戸市合同庁舎内会議室
　　　　　　　（水戸市柵町1－3－1）

【電話相談】
介護の悩みなど電話相談を実施しています。
　月～金曜日：正午〜午後4時　
　TEL 029-879-0808、029-879-0018
　＊「認知症の人と家族の会」の世話人が対応します。

【問合せ】	�公益社団法人　認知症の人と家族の会
	 茨城県支部
	 TEL 029-879-0808

【問合せ】笠間市地域包括支援センター（高齢福祉課内）
　　　　TEL 0296-78-5871／FAX 0296-77-1162

― 去年の最優秀作品 ―
中学生の部：認知症　正しく知って　早めの手当て

囲むみんながお医者さん
一般の部：老いていく道　通る道　悩まず話そう

　家族とともに
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まちの話題

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
き
れ
い
に
し
よ
う
」
を

合
言
葉
に
、
下
郷
の
室
野
地
区

で
は
公
民
館（
藤ふ

じ
え
だ枝
要よ
う
じ二
館
長
）

活
動
の
一
環
と
し
て
、
6
月
24

日（
日
）に
国
道
３
５
５
号
沿
線

の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

通
学
路
で
も
あ
る
た
め
、
安

全
確
保
の
た
め
に
と
藤
枝
館

長
ほ
か
20
名
が
参
加
し
、
国
道

３
５
５
号
５
０
０
ｍ
と
バ
イ
パ

ス
３
０
０
ｍ
の
区
間
の
枝
や
草

を
刈
り
取
り
ま
し
た
。

　

藤
枝
館
長
は
、
見
通
し
も
よ

く
な
り
、
き
れ
い
に
な
っ
た

道
路
を
眺
め
な
が
ら
、「
今
後
、

各
地
域
で
こ
の
よ
う
な
活
動
を

行
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

地域清掃活動

清掃活動に参加した皆さん

　

夏
休
み
前
の
7
月
19
日（
木
）、

友
部
小
学
校
で
は
水
難
事
故
か
ら

身
を
守
る
方
法
を
学
ぶ
た
め
、
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
の

協
力
の
も
と
、
着
衣
泳
教
室
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
4
年
生
を
対
象
に

行
わ
れ
、
着
衣
状
態
で
は
服
が
体

に
絡
ん
だ
り
、
水
を
含
ん
で
重
く

な
っ
た
り
と
、
泳
ぎ
に
く
く
な
る

こ
と
を
体
感
し
た
後
、
服
の
中
に

空
気
を
入
れ
た
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
抱
え
た
り
し
て
呼
吸
を
確

保
す
る
た
め
の
実
践
を
行
い
ま
し

た
。

　

最
初
は
違
和
感
も
あ
り
苦
戦
し

て
い
る
様
子
で
し
た
が
、
次
第
に

コ
ツ
を
つ
か
む
と
、
浮
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
緊
急
時
に

慌
て
ず
呼
吸
を
確
保
し
、
救
助
を

待
つ
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

着衣泳を体験

着衣泳の練習の様子

　

7
月
15
日（
日
）、
第
16
回
ど

ろ
り
ん
ピ
ッ
ク
が
、
笠
間
市
み
ど

り
の
広
場
の
特
設
会
場
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
ろ
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、
例
年
休

耕
田
を
利
用
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
は
笠
間
い
き
い
き

市
場
2
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
、
賑
わ
い
創
出
に
よ
る
市
場

の
活
性
化
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ロ
ー
プ
を
使
っ
て
浮
島
に
着
地

す
る
タ
ー
ザ
ン
ゲ
ー
ム
や
50
ｍ
競

争
、
宝
探
し
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

ゲ
ー
ム
で
泥
の
中
を
力
い
っ
ぱ
い

走
り
ま
わ
る
子
ど
も
た
ち
の
姿

に
、
来
場
者
か
ら
歓
声
が
沸
き
あ

が
り
ま
し
た
。

　

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
全
身

泥
だ
ら
け
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

が
輝
く
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

どろりんピック

泥の中をダッシュ

　

6
月
12
日
（
火
）、
山
吹
を
育

て
る
会
（
堤つ
つ
み
の
り
お

徳
郎
会
長
）
は
笠
間

市
道
路
里
親
制
度
実
施
要
綱
に

基
づ
き
、
あ
た
ご
天
狗
通
り
の

里
親
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
主

な
活
動
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
道

路
の
清
掃
、
道
路
に
出
て
い
る

立
枝
、
草
の
伐
採
で
す
。

　

ま
た
、
愛
宕
山
を
訪
れ
る
方
々

に
自
然
の
美
し
さ
、
大
切
さ
を

Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
太お
お
た田

道ど
う
か
ん灌
の
故
事
で
有
名
な
ヤ
マ
ブ

キ
を
地
主
の
協
力
を
得
て
、
植

付
し
ま
し
た
。

　

春
に
は
桜
の
花
の
下
に
山
吹

色
の
花
が
、
秋
に
は
葉
が
黄
色

に
染
ま
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ハ

イ
キ
ン
グ
や
散
策
の
際
に
は
季

節
ご
と
の
ヤ
マ
ブ
キ
の
色
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

山
やまぶき

吹を育てる会

ヤマブキを植付している様子
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KASAMA  CITY   TOPICS

　

こ
の
夏
休
み
、
市
内
の
小
・
中

学
校
で 

“E
nglish Sum

m
er 

School

”（
イ
ン
グ
リ
シ
ュ　

サ

マ
ー　

ス
ク
ー
ル
）
が
開
か
れ
ま

し
た
。
笠
間
市
の
小
・
中
学
校

に
勤
務
し
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）
が
中
心
と
な
っ

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
立
て
、

子
ど
も
た
ち
は
、
歌
や
ゲ
ー
ム

を
通
し
て
英
語
の
楽
し
さ
を
味

わ
っ
た
り
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
っ
た
り
、
映
画
で
用
い
ら

れ
て
い
る
フ
レ
ー
ズ
を
使
っ
た

り
と
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
冬
休
み
に
は
“
ウ
イ

ン
タ
ー　

ス
ク
ー
ル
”
を
実
施
す

る
中
学
校
も
あ
り
ま
す
。

English  Summer  Schoolを開催

▲岩間中学校

友部二小▶

　

8
月
21
日（
火
）、
旭
学
園
認

定
子
ど
も
園「
す
み
れ
幼
稚
園
・

保
育
園
」（
柴し
ば
た田
幸さ
ち
こ子
園
長
・
旭

町
）
で
初
め
て
の
夏
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ま
つ
り
は

園
児
と
保
護
者
が
地
域
住
民
と

の
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
企
画

さ
れ
た
も
の
で
約
５
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、夏
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
、

木
彫
職
人
の
島し
ま
だ田
幸こ
う
さ
く作
さ
ん
が

子
ど
も
用
の
お
神
輿
と
獅
子
頭

を
同
園
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
園

児
た
ち
は
ね
じ
り
鉢
巻
に
は
っ
ぴ

を
ま
と
い
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
お
神

輿
を
元
気
に
担
ぎ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
獅
子
舞
や
盆
踊
り
、
花

火
や
出
店
な
ど
も
行
わ
れ
、
に
ぎ

や
か
な
ま
つ
り
の
中
、
初
め
て
お

神
輿
を
担
い
だ
園
児
た
ち
に
と
っ

て
、
思
い
出
に
残
る
1
日
に
な
り

ま
し
た
。

すみれ幼稚園で初めての夏まつり

皆でお神輿“ソイヤー”

優　

勝

　

岩
間
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

準
優
勝

　

水
戸
レ
イ
ズ

第
三
位

　

Ｈ
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ベ
ア
ー
ズ

第
三
位

　

福
原
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

7
月
30
日（
月
）、
法
務
省
に

お
い
て
、
当
市
人
権
擁
護
委
員

の
飯い
い
だ田
親ち
か
お男
さ
ん（
上
市
原
）が
、

永
年
に
わ
た
る
人
権
擁
護
活
動

に
尽
く
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
法
務
大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

飯
田
さ
ん
は
、
平
成
15
年
7

月
1
日
か
ら
平
成
24
年
6
月
30

日
ま
で
の
9
年
間
、
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
法
務
大
臣
よ
り
委

嘱
さ
れ
て
人
権
擁
護
活
動
に
ご

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

第25回　南山学童野球大会結果
〔8月19日（日）南山スポーツ公園・南中グラウンド〕法務大臣表彰

整列する選手たち

ギターコンクールで優勝
▶

賞状を手にする
石井さん

◀
愛用のギターで

「独創的幻想曲」を演奏

　

8
月
5
日（
日
）、
東
京
都
千

代
田
区
の
星
陵
会
館
で
行
わ
れ

た
、
第
37
回
Ｇ
Ｌ
Ｃ
学
生
ギ
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
小
学
生
低
学
年
の

部
で
石い
し
い井
嘉ひ
ろ
と人
さ
ん（
笠
間
小
3

年
）が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
全
国
各

地
の
小
学
生
か
ら
大
学
生
が
出

場
す
る
代
表
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク

ギ
タ
ー
の
大
会
で
、
一
次
・
二

次
予
選
で
は
課
題
曲
を
演
奏
し
、

そ
の
通
過
者
が
本
選
で
各
自
の

持
ち
曲
で
腕
を
競
い
ま
し
た
。

　

月
3
回
の
レ
ッ
ス
ン
と
毎
日

欠
か
す
こ
と
の
な
い
2
時
間
の

練
習
は
、
大
会
前
に
な
る
と
1

日
5
時
間
に
も
及
び
ま
す
。
日
々

の
努
力
が
実
を
結
び
栄
冠
を
手

に
し
た
石
井
さ
ん
で
す
が
、
ま

だ
ま
だ
目
標
は
高
く
、「
も
っ
と

練
習
を
し
て
上
手
く
な
り
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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特設行政相談所を開設します
　秋の行政相談週間10月15日（月）～21日（日）が始まります。
これに伴い市では「特設行政相談所」を開設します。
　例えば、毎日の暮らしの中で「困りごとがあるが、どこに相
談してよいかわからない」「わかりづらい道路案内標識を改善
してほしい」など、困っていること、望んでいることなどはあ
りませんか？
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱された民間の有識者で、
国や県、市、などが行っている仕事に対する意見・要望などを
住民から受け、助言や関係行政機関への通知などを行い、問題
解決の促進を図っています。相談は無料で、秘密は厳守されます。

　《特設行政相談所》
　　日　時　10月24日（水）　午後1時～3時
　　場　所　笠間ショッピングセンター
　　　　　　ポレポレシティ1階セントラルコート
　《行政相談委員》
　　○磯

いそ

　　靖
やすこ

子（稲　田）　○柴
しばた

田　良
りょうこ

子（大田町）
　　○茂

も ろ

呂　　裕
ゆたか

（下　郷）

※�予約申込みは不要です。お気軽にご相談ください。なお、特
設日以外でも、毎月第4水曜日に友部公民館1階相談室で受
け付けていますので、ご利用ください。

【問合せ】秘書課（内線225）

　松山団地自治会では、地域の交流と活性化を図
るために、（財）自治総合センターのコミュニティ
助成事業を活用して、文化・レクリエーション活
動備品（バスケットゴール、冷蔵庫、テーブルお
よびミーティングチェア等）を購入しました。こ
の助成は、宝くじの普及および広報を目的として、
コミュニティ活動に必要な施設や備品を整備する
ために助成しているものです。
　この事業を利用したい団体（区・自治会）は、
市民活動課（内線133）までお問い合わせください。

購入したテーブル&ミーティングチェア

ＮＰＯ法人
設立までの流れ

　設立を考えるに当たっては、まずは設立当初にある程度の賛同者数の把握とそれによる会
費から事業計画を作ります。そして、 設立後には活動に伴う収益活動などを考えて、採算的
に独立した団体を目指すことが大切です。志・活動目的等の表現次第では、NPOの色は全
く違うものになってしまうことに注意が必要です。

※笠間市に主たる事務所を置くＮＰＯ法人は、7月末日現在、27法人です。
問合せ▶市民活動課　内線134 

NPOは 
　Non-Profit（非営利）
　Organization（組織） 

の頭文字をとった略語です。

テーマ・方向性の決定

設立総会の開催

　設立後に継続して、発展していけるNPOを目指し、
設立理念やNPOを選んだ理由など、根本となる意思を
確立してください。
　設立を考える方が相談または発起人会を開催するな
どして、以下のことを決定・作成する必要があります。
今後の運営を左右する設立趣旨書、定款、事業計画は
慎重に決定してください。
・社員10人以上 ・役員（理事3人以上、監事1人以上）
・設立趣旨書 ・定款
・設立初年度、次年度の事業計画
・設立初年度、次年度の活動予算

　発起人会等で決まったことの確認と決定をします。
また、申請用の議事録を作成します。その他、役員の
確認書などの最終的な意思決定をします。

申請書類の用意

所轄庁（笠間市 市民活動課）へ申請

認証審査

　申請に必要な書類11種類を作成・用意します。
　①設立認証申請書②定款③役員名簿④役員の就任承
諾・誓約書⑤役員の住所・居所を示した書面⑥社員の
うち10人以上の名簿⑦確認書⑧設立趣旨書⑨設立総会
議事録⑩事業計画書（初年度・次年度）⑪活動予算書（初
年度・次年度）

　主たる事務所をどこに置くかで申請先が異なります。

　縦覧2ヶ月＋審査（計4ヶ月程度）

認　証 または 不認証

地域コミュニティ活動の
活性化のために

－宝くじ助成事業で備品を整備－
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日付 行　　　事

1月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

2火
特設無料人権相談所
　市民センターいわま 法務 10:00～15:00
窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30

3水 窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30

4木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

5金
笠間浪漫（8日まで）9：00〜21：00
　笠間芸術の森公園
　（笠間観光協会℡0296-72-9222）

6土

7日

ビッグバンドピクニック（8日まで）
　笠間芸術の森公園
　（笠間ジャズ実行委員会℡080-8834-2966 渡辺）
日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

8月 体育の日

9火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30
いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

10水
かさま秋の美食〜栗和会席〜
　（農政課　内線527）※要予約
窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30

11木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

12金

13土

第105回笠間の菊まつり（11月25日まで）
　笠間稲荷神社周辺（商工観光課　内線516）
笠☆狐（かさコン）（商工観光課　内線517）
かさま狐の嫁入り　笠間稲荷神社周辺
　（笠間稲荷門前通り商店街協同組合 ℡0296-72-0139）
第7回笠間のいなり寿司コンテスト
　笠間稲荷神社周辺12：00（商工観光課　内線511）

14日
天狗の郷バザールdeいわま　岩間駅南広場
普通救命講習会9:00～12:00 友部公民館 消本

日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

日付 行　　　事

15月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

16火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30

17水
行政書士無料相談会　笠間市役所本所1階ロビー
　13:00～16:00（秘書課 　内線226）
窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30

18木 子育てサロン9:00～11:30みなみ公民館
窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

19金

20土

21日

假屋崎省吾の世界　笠間稲荷神社 稲光閣 10：00〜
　（商工観光課　内線517）
笠間いきいき市場　笠間市みどりの広場
日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

22月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

23火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30
いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

24水
特設行政相談　笠間ショッピングセンターポレポレ
　13:00～15:00（秘書課　 内線226）
窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30

25木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

26金

27土
ふるさとまつりinかさま（28日まで）
　笠間市みどりの広場　9：00〜16：00
　（笠間市商工会 友部事務所　℡0296-77-0532）

28日 日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

29月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

30火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30

31水 窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30

※岩間子育て支援センター『くりのこ』は、毎週月・水・金曜日に開設します（市民センターいわま10:00～16:00）。祝日は休み。
※�笠間子育て支援センター『みつばち』は、毎週火・木・金曜日に開設します（笠間ショッピングセンターポレポレ内10:00～

16:00）。祝日は休み。
※友部子育て支援センター『かんがるー』は、毎週月～金曜日に開設します（笠間市児童館9:00～16:00）。
※各保健センターで実施する、健診・予防接種などは、保健カレンダーをご覧ください。

ともべ保ともべ保育所	 0296-77-6105
はいこいの家はなさか	 0296-77-5110
笠公笠間公民館	 0296-72-2100
友公友部公民館	 0296-77-7533
岩公岩間公民館	 0299-45-2080
笠保笠間保健センター	 0296-72-7711
友保友部保健センター	 0296-77-9145
岩保岩間保健センター	 0299-45-7888
市セ市民センターいわま	0299-37-6611	
	 0296-77-1101
法務水戸地方法務局	 029-227-9919
消本笠間市消防本部	 0296-73-0119

10月の休日救急診療当番（9：00～17：00）
日 付 曜 日 病 院 名 電 話 番 号

毎 週 日 笠間市立病院 0296-77-0034

8 月 磯医院 0296-74-4790

※�平日夜間19：00～22：00（祝日を除く）は笠間市立病院で初期救急診療を行っています。
※�当番医は変更になる場合がありますので、確認の上、診療を受けてください。

9月11日～20日	 情報　笠間を元気にするネットワーク　
	 心の健康コラム「サポートの大切さ」
9月21日～30日	 民話「がまん重左衛門」
10月1日～10日	 作文「福祉作文」

テレフォンサービス　☎0296-77-9711

電 話 番 号 一 覧

10 月
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今
年
も
暑
い
中
、
夏
の
行
事
が
各
地

域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
今
年
、

特
に
感
じ
た
こ
と
は
、
夏
祭
り
、
盆
祭

り
等
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
祭
り
が
時
代

の
変
化
に
伴
い
転
換
期
を
迎
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

少
子
化
高
齢
化
の
現
代
社
会
で
、
今
ま

で
の
よ
う
に
地
域
で
運
営
す
る
こ
と
が
役

員
の
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
役
員

や
代
表
者
の
方
々
の
負
担
は
増
加
す
る
一

方
で
、
深
刻
な
協
力
者
・
後
継
者
の
不
足
、

設
備
等
の
老
朽
化
や
開
催
費
用
等
の
資
金

的
な
問
題
が
人
々
の
生
活
に
根
づ
い
て
い

た
地
域
の
祭
り
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。
今

年
、
笠
間
地
区
で
は
2
つ
の
盆
踊
り
が
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
理
由
は
資
金
や
後
継

者
の
不
足
と
聞
い
て
い
ま
す
。
地
元
で
は

祭
り
の
準
備
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や

苦
労
が
あ
っ
て
の
中
止
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
と
て
も
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

一
方
で
、
農
地
や
農
業
用
水
の
環
境

を
守
る
取
組
み
を
支
援
す
る
補
助
金
を

活
用
し
た
祭
り
（
ど
ん
と
焼
き
、
メ
ダ

カ
の
学
校
）
な
ど
が
、
新
た
な
地
域
の

行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
は
、
子
ど
も
た
ち

の
情
操
教
育
や
思
い
出
作
り
と
な
る
だ

け
で
な
く
、
現
在
ま
で
続
い
て
き
た
歴

史
を
継
承
し
た
り
、
地
域
の
連
帯
感
を

強
め
た
り
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効

果
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
地
域
の
伝
統
的
行
事
や
祭
り

を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
ど
う
す
る
か
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
提
案
を
伺
い
な
が
ら
、

知
恵
を
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
地
域
再
生
を
図
る
上
で
行
政
が

一
定
の
支
援
を
す
る
こ
と
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
少
子
化
高
齢
化
の
中
で
地

域
再
生
の
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の

は
、
元
気
な
中
高
年
者
が
地
域
を
引
っ

張
っ
て
行
く
こ
と
で
す
。
今
ま
で
の
知

識
や
経
験
を
活
か
し
て
、
元
気
を
出
そ

う
！
中
高
年
！

祭
り
再
生

市

長

コ

ラ

ム

▲平地区夏まつり・盆おどり

農政課からのお知らせ
筆耕・問合せ：農政課（内線527）

　笠間市は、小菊の老舗産地です。
　その始まりは、昭和20年に友部地区に植えられた1株の
菊苗だったといわれており、産地の歴史は約70年にも及
びます。それ以来生産者を増やし、平成5年には茨城県花
き銘柄産地に指定され、名実ともに県をリードする産地へ
と発展してきました。
　現在、笠間市内の小菊生産者は約90名で、高品質かつ
安定生産を誇る当産地の小菊は、東京や神奈川の市場で高
い評価と信頼を得ています。
　なお、これらの小菊は、笠間市が誇りをもって全国へ届
けるブランド「かさまの粋」認証農産品のひとつでもあり
ます。

　生産者の皆さんは産地を守る意欲も高く、将来を見据え
た強い産地づくりをしていこうと、平成21年度からベテ
ラン生産者「花の匠」たちによる後進指導・育成を始めま
した。これにより約20名の新規栽培者が育ちました。
　今後も、新規者の募集・育成を行い、生産者や関係機関
一丸となって産地を盛り上げていきます。

1 出荷を待つ小菊
「友部」の名は市場
では有名なブラン
ド名　 2 全箱開封
検査の様子　 3 生
産者の皆さん

笠間の名産品

コギク

「JA茨城中央の
小菊」として、
「かさまの粋」
に認証されてい
る。出荷時期は
5月下旬～12月
上旬。

3

1 2
【出荷作業の様子】
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外国人の茶道体験

10月の国際交流情報
10月20日（土）
国際交流ボランティア研修会
　会場：笠間稲荷神社
　時間：午後2時～4時

☆10月の日本語教室の開講日
　10月6日㈯・13日㈯・20日㈯
　（友部公民館 午前10時～）

問合せ：一般社団法人 笠間市国際交流協会　℡090-2761-8711（木村 美枝子）

国際交流ボランティア研修会のお知らせ
　笠間市国際交流協会では10月20日（土）日本語教室の日本語指
導ボランティア・ホームタウンガイドボランティア・外国人生活
相談ボランティアの方を対象に、研修会を開催します。
　当日は表千家教授の原

は ら だ

田勝
か つ こ

子さんを講師に「外国人に茶道を説明
する英会話」についての研修を行います。参加者は実際にお点前の
お茶を頂くことができます。
　参加申込みは10月10日㈬まで電話で受け付けます。参加費無料。

　9月の「世界の家族のごはん」はメキシコとガテマラです。さあ、
世界のことを知って交流を始めましょう。

国名と都市 メキシコ　モレロス州 ガテマラ　トドス・サントス

家族構成 両親、乳児（女1）子ども（男
2）

両親、祖父、子ども10代
（男2女2）

一週間の食費 約1万5000円
（約1862メキシコペソ）

約6200円
（約573ケツァル）

好きな食べ物
（特徴）

ピザ、パスタ、チキン、カ
ニ　（サボテンサラダ、サ
ボテンステーキ、サルサ
ソース）

トルコ風の豆のシチュー、
羊の肉のスープ　（お米の
ジュースシナモン入り）

＊�乳児（2歳未満）､幼児（6歳未満）､子ども（13歳未満）､子ども10代､子ども20代で表記

健康増進課（保健センター）

〈こころの健康とストレス〉
　ストレス社会といわれる現在、私たちは、職場や地
域においてさまざまなストレスを受けて生活していま
す。笠間市健康づくり計画策定の際の健康づくり市民
アンケート（平成22年）によると、ストレスを「いつも
感じている人」と「時々感じている人」の合計は、67.8％
となり、ノイローゼやうつ病の不安について、「かなり
不安である」「少し不安である」人の合計は、32.2％と
なりました。
　過度のストレスは身体の不調をもたらし、時にはうつ
病を引き起こしたりします。しかし、ストレスに早めに
気づき、自分にあった対処法を取り入れることで軽減
させることができます。

〈ストレスの対処法〉
・�自分にあったリラックス法を見

つけ、実行しましょう。
	 �　音楽を聴いたり、趣味を楽
しんだり、入浴したりするな
ど、自分がリラックスできる方
法を見つけ、こころと身体の
緊張を解きほどきましょう。

・睡眠や休養を十分とりましょう。
	 �　睡眠不足は、情緒を不安定にしたり疲労感をもたら
したりします。良質の睡眠や休養を十分とることで、
疲労回復につとめましょう。

・�日ごろから悩みや困りごとなどを気軽に相談できる人
をつくりましょう。
	 �　こころにためこまずに人と話をすることで気持ちが
楽になり、新たな解決策が見つかることもあります。

・バランスのとれた食事と適度な運動を行いましょう
	 �　1日3回、規則正しくバランスのとれた食事をとり、
適度な運動を取り入れることで、心身のバランスを整
えましょう。

休養・こころの健康づくり〜健康都市かさま〜

【こころのサインに注意】
　こころや身体の不調が続くなど、身近な人の異変
に気づいたら、早めに専門医や相談機関へ相談する
ことが重要です。
　一人ひとりがこころの健康について関心を寄せ、
互いに支えあうことが大切です。
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　今年で12回目を迎えた「全国こども陶芸展」は、
全国から1,379点（当陶芸展歴代3番目）とたくさん
の応募がありました。
　今回もおとな顔負けの力作ぞろいで、陶芸本来の
器作品や動物・昆虫などの造形作品のほか、スカイ
ツリー・小惑星探査機「はやぶさ」など時事的作品も
多く見受けられました。また、自分の夢を表現したも
の・復興への願いを込めたものなど、現在をしっかり
受け止め、未来を見つめようとする思いを表現した
作品がとても印象的でした。年々、一段と工夫され
た作品が多くなってきており、審査員の皆さんを驚
かせていました。
　来年も皆さんから
のたくさんのご応募
をお待ちしています。

笠間公民館　☎0296-72-2100
友部公民館　☎0296-77-7533
岩間公民館　☎0299-45-2080

☆茶の湯『とっぴんしゃん講座』
日　時	 11月9日（金）午前9時30分～11時30分
対　象	 成人　（市内在住、在勤の方） 
定 員	 30名（定員を超えた場合は抽選）
内 容	 �11月は、炉を開き、茶壷の口を切り、新しいお茶を

味わいます。昔あそびの中に歌われた「ずいずいずっ
ころばし」の中に『茶壷に追われてとっぴんしゃん』
と出てきます。これって？

受講料	 840円（内材料費740円） 

講 師	 表千家教授　原
はらだ

田　勝
かつこ

子さん
申 込 方 法
　�笠間公民館に直接申し込むか、はがきで申し込みくださ
い。（電話・ＦＡＸは受付不可）はがきで申し込む場合は、
一人1枚のはがきで①～④を記入して投函ください。
　�①講座名　 ②氏名（ふりがな）　③郵便番号・住所（在勤の
方は、勤務先名・所在地もご記入ください。） ④電話番号 

申 込 期 限	 9月29日（土）必着
受 付 時 間	 午前9時～午後5時（月曜日休館）
問合せ・申込み先
　笠間公民館 〒309-1613笠間市石井2068-1
　TEL0296-72-2100

笠間公民館 講座参加者募集 友部公民館
「幼児演劇鑑賞会」参加者募集

生涯学習だより39 ■お問合せ／生涯学習課（内線383・385）

-Life Long Learning-
Life Long Learning＝生涯学習

第12回全国こども陶芸展inかさま 高校生会主催「宝探し!!ＮＯＷ!!」
　7月16日（月･祝）、笠間芸術の森公園で市内小学
1年生から3年生までの130名を対象に、「宝探し!!Ｎ
ＯＷ!!」を行いました。児童たちは公園に隠された宝
をグループで協力し合って探しました。また、笠間
高等学校JRC部員の皆さんと地元の高校生にも協
力いただき、暑さにも負けず、小学生と一緒に楽し
みながら参加していました。
　笠間市リーダースクラブ（高校生会）では、今後
も楽しい行事を企画していきます。また、宝探し第
2弾の企画も考えていますので、お楽しみに。

B部門茨城県教育長賞▶
宍戸小6年　深澤実紅
『お陽さまに向かって』 宝探しの様子 魔女発見！

　劇団飛行船による演劇『ぼくらのおうち』を開催します。
園児を対象とした鑑賞会ですが、未就園児も参加できますの
で、鑑賞希望者は友部公民館までお申し込みください。
日　時	 10月10日（水）・10月12日（金）
	 午前の部　午前10時15分開演
	 午後の部　午後0時30分開演
場 所	 友部公民館　3階　大ホール
入場料	 無料
申 込 方 法
　�友部公民館窓口で直接申し込むか、電話でお申し込みく
ださい。

受 付 時 間	 午前9時～午後5時15分　（月曜日休館）
※�収容人数に限りがあるため、鑑賞希望者は必ずご連絡くだ
さい。

問合せ・申込み先
　友部公民館　
　〒309-1737　笠間市中央三丁目3番6号
　TEL0296-77-7533
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■ 問  合  せ ■
笠間図書館　☎0296-72-5046
友部図書館　☎0296-78-1200
岩間図書館　☎0299-45-2082

各館の
行事予定10月

友部図書館

笠間図書館

岩間図書館

◆おはなし会（0歳～4歳向け　午前11時～）
　10月  4日（木）『あそぼうよ』ほか
　10月18日（木）『くだもの』ほか
◆おはなし会（4歳～小学生向け　午後2時～）
　10月  7日（日）『ねずみのいもほり』ほか
　10月14日（日）『正しい電信柱ののぼり方』ほか
　10月21日（日）『おちばのしたをのぞいてみたら』ほか
◆名作映画会（午後2時～）
　10月28日（日）『逃亡者』（131分）
◆ギャラリー
　◇10月  2日（火）～10月21日（日）
　　「子ども読書フェスティバル作品展示」
　　子ども読書フェスティバル実行委員会
　◇10月23日（火）～11月　4日（日）
　　「押し花アート展示」図書館押し花アートひまわり会

◆おはなし会（0歳～3歳向け　午前11時～11時20分）
　10月  5日（金）『かけまーす　どん』ほか
　10月19日（金）『おでかけおでかけ』ほか
◆おはなし会（午後2時～2時30分）
　10月  7日（日）『10ぴきのかえるのあきまつり』ほか
　10月14日（日）『いもほりバス』ほか
　10月21日（日）『ねことねずみ』ほか
　10月28日（日）『おおきなかぶ』ほか
◆子ども映画上映会（午後2時～）
　10月20日（土）『トロイ（洋画・日本語字幕）』（163分）

◆おはなし会（0歳～3歳向け　午前11時30分～正午）
　10月  5日（金）『ぽぽんぴぽんぽん』ほか
　＊場所：岩間子育て支援センターくりのこ
◆おはなし会（4歳～小学生向け）
　 ◇日曜おはなし会（午後2時～2時30分）
　　10月　7日（日）『かぼちゃスープ』ほか
　◇おはなしのとびら（午後2時～2時30分）
　　10月13日（土）『もりのおかしやたぬきどう』ほか
　◇おはなし会（午前11時～11時30分）
　　10月27日（土）来てのおたのしみ！

※内容は変更になる場合があります

子ども読書フェスティバル
　笠間市立図書館では、秋の読書週間にあわせて、子ども読書フェスティバルを開催します。フェスティバル
を通して、子どもたちと一緒に読書活動を楽しみましょう。
　それぞれの図書館でボランティア団体が中心となり、楽しい企画をご用意してお待ちしています。どなたで
も無料でご参加いただけますので、ぜひお越しください。

開催日時 実施場所 内　容

10月20日（土）
午前10時～

友部図書館
1階　ギャラリー
2階　視聴覚室

　ボランティア団体による絵本の読み聞かせや、影絵による上映会
等の他、市民の皆さんから応募いただいた、読書感想文、読書感想画、
創作絵本、布絵お話づくりなど、作品の展示と優秀作品の表彰式を
開催します。

11月10日（土）
午後2時～3時30分

岩間図書館
市民センター
2階　会議室

　ボランティアの皆さんによるペープサート（紙人形劇）と大型紙芝
居の読み聞かせ、「小学生読み聞かせ隊」による大型絵本の読み聞か
せの他、親子で楽しめるストロー工作もあります。

11月11日（日）
午後2時～3時30分

笠間図書館
2階　ホール

　ボランティア6団体による、読み聞かせや腹話術・人形劇など趣
向を凝らした楽しい催しと、笠間市立図書館のキャラクター「きく
ひめ・くりぼう・さくら」たちや、子どもたちによる本の紹介など
があります。

「私のいちおしツボ本」
あなたが「おもしろかった本」や「好きな本」を
教えてください。笠間図書館では、本の紹介と
ともに、「子ども読書フェスティバル」で自分
のおすすめの本を発表してくれるお子さんを募
集しています。

「わたしのすすめる一冊」
友部図書館では子ども読書フェス
ティバルに合わせ「おすすめの本」
を募集しています。
10月18日（木）までにお申し込み
ください。

お知らせ

ぼしゅう

子 ど も 読 書 活 動 推 進 事 業
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となりのまちから
希望ヶ丘公園のコスモス
（小美玉市）
　希望ヶ丘公園では約500万本ともいわ
れるコスモスが栽培され、濃紅色、桃色、
白色の花を咲かせ、見る人の目を楽しま
せてくれます。
【開花時期】
例年9月下旬から10月下旬で、10月上・
中旬に見ごろを迎えます。
※園内での摘み取りが可能です。
【開花時期中、園内には売店も】
・�開花期間中、園内では午前10時～午後
3時頃まで、野菜や乳製品などの地場産
品の販売を予定しています。
申小美玉市商工観光課
℡0299-48-1111（内線1161）

エコフロンティアかさま
監視委員会活動報告
（7月24日）

【施設の維持管理（一般廃棄物・産業廃棄物）】
　環境保全事業団より、監視項目表に基づき
維持管理状況の報告を受けた。
・�一般廃棄物、産業廃棄物とも施設の維持管
理計画に従い適正に実施されている。

【現地監視】
　溶融処理施設内　
　・中央制御室での管理状況について監視した。
【次回の監視活動】
　廃棄物の受入について実施。

9月の納税等
納期限： 10月1日（月）
国 民 健 康 保 険 税	（４期分）
後期高齢者医療保険料	（３期分）

※�納税には、簡単で便利な口座
振替をご利用ください。
　納期限を過ぎると延滞
金が加算されます。早め
の納税をお願いします。

20世紀フランス美術の栄光展
－鎌倉大谷記念美術館所蔵　ヴラマンク、デュフィを中心に－

開館40周年

休日納税相談窓口のお知らせ

会期▶9月13日（木）
　　　　～11月25日（日）
場所▶笠間日動美術館
　　　企画展示館

開館時間▶午前9時30分～午後5時
　　　　　（入館受付は4時30分まで）
休 館 日▶�毎週月曜日（但し9/17、10/8は開館、

9/18、10/9は休館）

対談会『私が惚れたフラ
ンス美術』
期日▶10月7日（日）
　午後3時～4時
講�師▶長

は せ が わ

谷川徳
とくしち

七館長、
　長

は せ が わ

谷川智
ち え こ

恵子副館長

小菅優ピアノリサイタル
期日▶10月7日（日）
　午後6時30分開演
料金▶3,000円（要予約）

学芸員による
ギャラリートーク
期�日▶10月13日（土）
	 ・27日（土）
　各日午後2時～2時30分

【会期中の主なイベント】

入館料等詳細についてはお問い合わせください。
問笠間日動美術館℡0296-72-2160

　笠間市税務課納税等特別対策室では、収納推進強化の取組みとして、納税につい
ての相談ができる休日窓口を引き続き開設します。病気や失業・事業の経営不振など、
止むを得ない理由で納期限内に税金を納めることが困難な方には、生活状況などを
伺わせていただいた上で、納付計画のアドバイスをしています。
期�日▶10月28日（日）、11月25日（日）、12月23日（日）、平成25年1月27日（日）、
2月24日（日）、3月31日（日）の6日間
時間▶午前8時30分～正午
会場▶笠間市役所　税務課
相�談および納付できる税目▶市県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税。
持参品▶収入・支出の分かる書類。認印。
※�課税内容についてのご相談は、事前に各担当課までご相談ください。

問税務課　納税等特別対策室（内線118、119）
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KASAMA  Information
かさま情報コーナー

案内
笠間市不動産公売案内
　ヤフー官公庁オークションで不動産公
売に参加してみませんか！
　笠間市では、ヤフー株式会社が提供す
るインターネット公売システム上で不動
産を公売します。詳しい内容は、笠間市
ホームページまたはヤフーオークション
の官公庁オークションでご確認ください。
申�込期間▶9月24日（月）午後1時～10
月9日（火）午後11時
入�札期間▶10月16日（火）午後1時～
10月23日（火）午後1時
公売対象不動産▶
売却区分番号▽24－3
　所在：�笠間市笠間字堀

ほっこめ

込2 5 4 9 番 1
（303.77㎡）

　地目：宅地
　見積価額：210万円
　公売保証金：21万円
売却区分番号▽24－4
　所在：�笠間市市野谷字二

ふ た ご つ か

子塚1522番
63（186.2㎡）

　地目：宅地
　見積価額：205万円
　公売保証金：20万円
※中止になる場合があります。
ヤフー官公庁オークション
http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/
問税務課　納税等特別対策室
（内線119）

行政書士「無料」相談会
日時▶10月17日（水）午後1時～4時
場所▶笠間市役所　1階ロビー
内�容▶遺言、相続、各種許認可等の行政手
続き相談など、暮らしと役所の諸手続き
に関する相談にお答えします。
相談員▶水戸支部所属行政書士
問茨城県行政書士会
℡029-305-3731

秋季都市緑化祭を開催
　10月は「秋季都市緑化月間」です。笠
間芸術の森公園では、都市緑化の必要性・
大切さを楽しみながら感じていただける
よう、「秋季都市緑化祭」を開催します。
皆さんのご来園をお待ちしています。
日時▶10月20日（土）（雨天中止）
　午前10時～午後3時
場�所▶笠間芸術の森公園内イベント広場

内�容▶インテリアグリーン（ミニ観葉植
物）作成教室、球根のつかみ取り、緑化
相談、無料配布コーナー（風船・水ヨー
ヨー）＊内容は予告なく変わることがあ
ります。
問管理課（内線575）

栗の改植にかかる造成費用の一部
を助成します
　市では、推奨品種を指定し、栗の産地
化に取り組んでいます。推奨品種の更な
る生産拡大、品種別出荷の推進を図るた
め、栗の改植にかかる費用の一部を助成
します。
対�象者▶笠間市に住所を有する生産者、所
在する生産者組織（3戸以上の生産者で
組織する任意組織を含む）
要�件▶10ａ以上の農地で、栗または他品
目（果樹や桑等）からの抜根・造成など
を行い、指定品種の栗に改植を行うこと
　�【指定品種】丹

たんざわ

沢、筑
つ く ば

波、銀
ぎんよせ

寄、利
り へ い

平、
石
いしづち

鎚、岸
が ん ね

根、ぽろたん
補助率▶10ａあたり70,000円以内
申請期限▶12月28日（金）
※実施前に申請をしてください。
申・問農政課（内線527）

果樹産地強化支援事業（栗苗植栽
事業）に助成します
　笠間市における栗栽培品種は多種にわ
たり、品質にバラツキがあります。計画
的な品種更新を推進し、栗の品質向上に
よる生産振興を図るため、栗の苗木購入
費を助成します。
対�象者▶笠間市に住所を有する生産者、
所在する生産者組織（3戸以上の生産者
で組織する任意組織を含む）
要�件▶指定品種20本以上の植栽を行うこと
　�【指定品種】丹

たんざわ

沢、筑
つ く ば

波、銀
ぎんよせ

寄、利
り へ い

平、
石
いしづち

鎚、岸
が ん ね

根、ぽろたん
補�助率▶栗の苗木1本あたり150円（予算
の範囲内）
申請期限▶12月28日（金）
※実施前に申請をしてください。
申・問農政課（内線527）

募集
　　　　　
栗新規栽培者講座を開催
　栗産地の活性化を図るため、これから
栗栽培に挑戦しようとする方や定年後に
栗栽培に取り組みたい方を対象に、栗栽

培における基本的な考え方や生産・出荷
について勉強会を開催します。
　栗は植えてから本格的に収穫するまで
に数年かかります。今後、栗の栽培を始
める予定がある方は早めに準備を始めま
しょう。
内�容▶講座は10月～3月に4回程度（1
回半日、土曜または日曜）開催する予定
です。栗の品種と収穫期、苗木の植え方、
病害虫と防除方法、収穫・選別、剪

せんて い

定
について
対�象者▶市内在住で、出荷を目標として
農業経営に意欲をもって取り組もうと
考えている方（予定でも可）で、次の要
件に該当する方
　�①新たに栗の栽培を始めようとする方
②栽培をはじめておおむね3年目まで
の基本技術を習得したい方（注：家庭果
樹園を対象としたものではありません）

申込期間▶9月14日（金）～28日（金）
受講料▶無料

申・問農政課（内線527）
笠間地域農業改良普及センター
電 話：0296-72-0701
FAX：0296-72-2718

市民農園「生き活き菜園　はなさ
か」利用者を募集
　市民農園「生き活き菜園　はなさか」で
は、農園の利用者を募集しています。秋
冬野菜の作付けの時期、素晴らしい眺め
の「はなさか」で、家族や仲間とふれあい
ながら、農園ライフを楽しんでみません
か。　
　初心者でも安心して野菜づくりができ
るように、専門の講師による講習会（参加
費無料）が毎週行われます。なお、農園内
の野菜づくりは無農薬栽培です。
募集期間▶随時
対�象者▶農業を営んでいない方
使�用料▶年間10,000円（1区画あたり）
※年途中の場合は月割り
使�用期間▶平成25年3月末日まで（契約
更新可）

申�込方法▶所定の使用申請書およびアン
ケートを農政課まで提出ください。申
請書およびアンケートは、市ホームペー
ジからもダウンロードできます。なお、
申込みは先着順です。
申・問農政課（内523・524）

申は申込み先、問は問合せ先です。

◀�剪定の
　様子
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　まだ始まったばかりですが、笠間
市に地域特化しながら「農業6次産
業化」と「まちなかカフェ開設」を
事業の柱にすべく頑張っています。
具体的には、池野辺に「ヤーコン」、
稲田に「栗」、笠間に「ブルーベリー」
の苗木を植え、約1,500坪の畑仕
事に励んでいます。収穫後は、笠
間の「地産品」に加工し、販売まで
行う予定です。5月の「つつじ祭り」
では、第2ゲート近郊に11日間“テ
ントショップ”をオープンしました。
グランパ＆グランマ手作りの野菜
すいとん・田舎おやき・餅・いなり
寿司等で好評（？）を得ました。ま
た、近々「まちなかカフェ」を開設
すべく準備中です。ただし、「ＮＰ
Ｏ」ゆえに資金力不足で苦戦してい
ます。多くの賛同者を心待ちにして
いる現況です。
団体のキャッチフレーズ
①地域の未来に笑顔の種をまこう！
②�シニアが元気に自立し輝くまちづ
くりを！
③片手にスコップ＆片手に缶ビール♪
〈お問い合わせ〉
代　表	 塙　茂　
電　話	 090（8800）3248
メール	 shigeru-hanawa@white.
	 plala.or.jp

　少子高齢化の進行によ
り、日本の年金生活者は
「騎馬戦型」（若い人3人
で1人を支える）から近い
将来「肩車型」（若い人1
人で1人を支える）になる
と言われています。
　一方、60才以上のシ
ニアはまだまだ元気で、
仕事や活躍できるステー
ジさえあれば頑張る意欲
十分です。そこで、地元
の元気なシニアが集まり
「社会貢献と自立」を主眼
に「ＮＰＯ」を立ち上げま
した。
　一緒に汗を流すやる気
あふれる会員やご意見を
頂ける会員を求めていま
す。年令は不問です。

初めての農作業（ヤーコンの苗植え）
“燃えるシニアたち”翌日腰が痛くなりました（涙）

「つつじ祭り」カリスマシェフ（主婦）たち
“野菜すいとん美味い”とのツイッターがありました！

「刈払い機」の講習風景
エンジンがかからない！“これで大丈夫かな？”

「ブルーベリー畑」の除草と生育観察
“何事にも愛情を込めて”

笠
ふ る さ と

間 に 生 き る 人 た ちシリーズ 73

このコーナーでは、市民の皆さんが自ら
の活動で地域貢献している団体などを
紹介します。掲載を希望する団体は市民
活動課へご連絡ください。

「ＮＰＯ定例会議」の集合写真
合言葉は“セカンドライフは楽しく輝いて♪”

代
表者（塙　茂さん）よ

り

「農業6次産業化」と
「まちなかカフェ開設」

代表者 ／ 塙
はなわ

　茂
しげる

（笠間）
設　立 ／平成24年3月
会　員 ／
　個人会員：62人
　団体（法人）会員：３団体

NPO法人
グラウンドワーク笠間

〜「まちづくり市民活動助成事業」を実施する団体編〜
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稲
い な だ

田　隆
たかし

さん（平町）花農家・小菊栽培の「花の匠
たくみ

」

市内には、それぞれの分野で匠（職人）といわれる方がいます。このコーナーでは、
技を極めその技を次代に継承していくため日々精進している方を紹介します。

　小菊を栽培して35年になる稲田さんは、花きマイスター「花の匠」の
ひとり。これは、高度な技術をもつベテラン生産者に、花き生産拡大推
進委員会※より与えられる称号。「匠」として、新規生産者に対する栽培
講習会を開催するなど後進育成に熱心に取組み、花き産地振興に貢献
している。
　また手塩にかける小菊畑は、今年７月、「平成24年度茨城県花き立毛
品評会（キクの部）」の審査で１等となり、特別賞の農林水産大臣賞を受
賞した。稲田さんは「菊の最大の敵は病害虫。毎日葉の状態をチェックし、
こまめな消毒を欠かさず行った甲斐があった」と最高品質の小菊が並ぶ
作業場で、誇りをもって語った。
※花き生産拡大推進委員会（全農、JA茨城中央、笠間地域農業改良普及センター、笠間市）結束作業中の稲田さん

◀黄小菊「すばる」
鮮やかな黄色が眩しい小

菊。稲田さんの生産する

代表的な品種のひとつ。

小菊の花束▶
白（精

せい

しまなみ）

黄（すばる）

赤（精
せい

ちぐさ）
▲農林水産大臣賞を受賞した
　小菊畑

1 熱気に満ちた神輿の行列
2 大迫力の人形ねぶた
3 �パレードで踊る子どもたち
4 �亀ヶ橋北公園で行われた

灯籠流し
5 �一緒にまつりに参加し、

交流を深めた福島県南相
馬市の親子と笠間・友部・
岩間の女子ミニバスケッ
トスポーツ少年団

　笠間の夏を彩る「第22回笠間のまつり」
が開催されました。
　8月16日（木）夜、亀ヶ橋北公園では、先
祖の御霊を送る灯籠流しが行われ、それぞ
れの思いが込められた灯籠約2,000個が川
面に浮かびました。
　8月18日（土）夜は「光のオブジェ（ねぶ
た＆神輿）パレード」が笠間稲荷神社周辺
を舞台に行われ、本場青森の人形ねぶた2
基をはじめ、市民手作りの創作ねぶたや
神輿が練り歩きました。約1,300人の跳

は

ね
人
と

の威勢のいい掛け声と踊りでまつりを
盛り上げ、訪れた約37,000人の見物客を
楽しませました。

笠
間
の
ま
つ
り
を

開
催

1

34

5

2
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かさまぽけっとアドレス http://www.city.kasama.lg.jp/lifeevent.php?code=1　問合せ：子ども福祉課（内線163）

笠間キッズ館アドレス http://www.kasamacity-kidskan.com/　問合せ：笠間キッズ館 ℡0296-77-8340

42

かさま食彩
笠間市ヘルスリーダーが紹介する

きのこと油揚げの和風サラダ

毎月19日は「食育の日」家族と一緒に食卓を囲み、このレシピを試してみませんか？

栄養成分（1人分）�エネルギー128kcal、たんぱく質6.8g、脂質7.7g、
塩分0.8g

市在住・在勤の方を対象に、撮影に使用した笠
間焼の器を抽選で１名様に差し上げます。この
コーナーや広報紙への感想等を添えて、住所・氏名・電話番号を明記の上、
秘書課広報広聴グループまで、はがき（持参可）でお申込みください。
※当選者には、市役所本所秘書課まで器を受け取りに来ていただきます。

笠間焼うつわ
プレゼント

9月号締め切り：9月28日㈮必着
【笠間焼の提供】尾

おざき

崎　高
たかゆき

行
（鉾田市）

サイズ：約21cm×21cm

副菜にきのこ類を加えることで更にバランスが良くなります。

ヘルスリーダーさんのおすすめ献立

主食：ご飯
汁：
みょうがの
味噌汁

副菜：
今月のレシピ

主菜：
さんまの塩焼き
大根おろし添え

和風ドレッシング
　和風だし………………大さじ2
　しょう油………………大さじ3
　酢………………………大さじ2
　砂糖……………………大さじ1
　油………………………大さじ2
　玉ねぎ（みじん切り）…大さじ5
　塩………………………少々
ミニトマト………………4個

作り方　
❶�しめじとえのき茸は石づきをとり、ほぐしてさっとゆでる。
❷ボールに、しめじ、えのき茸、油揚げを入れて混ぜる。
❸器に盛り付け、三つ葉を散らす。
❹�和風ドレッシングを作り大さじ2（1人分）を③にかけ、ミニト
マトを飾る。
＜和風だしのとり方＞
　�水（1カップ）に昆布（5㎝角）を入れ火にかけ、気泡が出てき
たら昆布を取り出し、かつお節（3g）を加え、沸騰し始めたら
火を止める。かつお節が沈むまで待ち、ざるにキッチンペーパー
などを敷いてこす。

材料（４人分）
しめじ……………2パック
えのき茸…………2パック
　（長さ1/2に切る）
油揚げ……………2枚
　（�焼いてから長さ1/2、
幅5㎜に切る）

三つ葉……………10g
　（�さっとゆで3㎝長さに
切る）

　今年4月にオープンした児童館。土・日も利用できま
す。入館するときに、決められた用紙に氏名などをご記
入ください。毎月いろいろな企画を計画しています。お
気軽にご利用ください。
　●利用対象者　18歳未満の方およびその保護者等
　●利 用 時 間　午前9時～午後6時
　●休　館　日　年末年始(12月29日～1月3日)
　　　　　　　　臨時休館する場合があります
☆�子育て支援センター「かんがるー」はキッズ館の中に
あります。月～金 午前9時～午後4時
　児童館の使用料は無料です。

「笠間キッズ館」（児童館）
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○広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問合せは秘書課（内線225）まで。
○表紙の題字「かさま」は書家：関紫芳さんよりご協力いただいたものです。
○市ホームページモバイル版では、行政･災害などのさまざまな情報をお届けしています。
　http://www.city.kasama.lg.jp/mobile.php

人口と世帯数（常住人口8.1現在）	 ▶人　口 78,380人（−1人）　男 38,414人（＋8人）　女 39,966人（−9人）
	 ▶世帯数 28,237世帯（＋33世帯）　▶7月の出生数 46人

再生紙を使用しています


